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● 背景 ： 深海での生分解確認
現在、様々な生分解性プラスチックが開発されており、コンポストや
土壌中、河川では分解することは実証されていますが、プラスチック
ごみが集積する深海で分解されるかについてはこれまで検討されて
いませんでした。

● 研究開発 ： 深海環境での生分解評価
本事業では、様々な生分解性プラスチックを深海に半年から数年間の
期間沈め、その分解度の評価を行いました。深海は太陽光が
一切届かず、水温も2-4度という過酷な環境です。深海環境への
アクセスは、日本が誇る潜水艇「しんかい6500」で行いました。

● 成果 ： 生分解性プラの深海生分解確認
様々な生分解性プラスチック（ポリ乳酸を除く）が、日本近海の
5地点の深海底のいずれでも、微生物により分解されることを、世界で
初めて明らかにしました。深海と岸壁における生分解速度
（µg / cm ₂ / d a y）を比較すると、岸壁の分解速度に対して、
水深1,000mの深海では5分の1から10分の1、水深5,000mの
深海では約20分の1でした。付着した微生物の菌叢解析の結果、
深海設置から数ヶ月は好気的な微生物が付着し、時間と共に嫌気的な
微生物へと菌叢が変化することもわかりました。

● 今後の展望 : 深海条件を模擬した実験室内試験法
深海における生分解を実験室で再現するために、深海から採取した
海水を高圧容器に入れ、10MPa（深度1000m相当）の静水圧を
かけた状態でのフィルムの生分解試験を開始しました。

来場者へ向けて
生分解性プラスチックの海洋分解性、生分解性新素材にご興味の
ある方へ有用な知見を提案します。
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実環境分解試験海域 有人深海調査船しんかい6500

プラスチックフィルム表面に付着した微生物の菌叢解析
Omura et al., Nature Communications, 15, Article number 568 (2024).
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深海底に設置したサンプル


